


























1.はじめに 

今日.変ぼう著しい社会・文化.物理的環境は,小児の成長・発達に大きな影響を及ぼしてい

ることが指摘されている。例えば小児の体力面においては,少なくとも農村に共通する自然

の遊び場環境で生活する小児は,都市型といわれる非自然環境型の小児に比べすでに幼児

期から差があり,都市幼児に低さがみられ(小林芳文他:わが国の幼児体力の実態に関する

研究,第 24 回･第 25 回日本小児保健学会発表資料),さらには,微症状(subclinica1 

sympton)等健康面において,その発現が都市型の小児に多く見られることは,(高城義太郎

他:都市の幼児の健康増進の方法に関する研究,現代幼児研究,昭和 49 年)小児の資質向上

に向けての生活設計のあり方を示す貴重左問題提起であろう｡ 


